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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所（北地区）  
原子炉施設保安規定の変更認可申請について  

 
 
 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第３７条第１項の規定に基

づき、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所（北地区）原子炉施設保

安規定について、別紙のとおり変更認可申請します。 

 

 



別紙 

 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所（北地区） 

原子炉施設保安規定の変更 

 

 

この保安規定に係る主な変更の内容及び変更の理由は、次のとおりである。 

なお、変更の内容等の詳細は、別添に示す。 

 

１．変更の内容 

 （１）核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量限度等を

定める告示（以下「線量告示」という。）の一部改正に伴う変更 

① 第２編別表第９について、眼の水晶体の等価線量に係る線量限度を変更する。 

② 第２編別表第１２について、眼の水晶体の等価線量に係る警戒線量を変更する。 

 

 （２）立入制限区域の基準の変更 

① 第２編別表第３について、立入制限区域の基準を変更する。 

 

 （３）放射線作業に係る記載の適正化 

① 放射線作業の実施に係る記録名を変更する。 

② 第２編別表第６について、特殊放射線作業計画書の提出に係る基準を変更する。 

 

 （４）個人線量計の区分の明確化 

① 個人線量計のうち、個人の被ばく管理又は作業管理を目的とする線量計を補助線量

計と区分する。 

② 個人線量計のうち、放射線業務従事者の被ばく線量の評価を目的とする線量計を基

本線量計と区分する。 

 

 （５）記載の適正化に係る変更 

第１編別表第４について、文書名の変更及び文書番号の追加を行う。 

 

２．変更の理由 

 （１）線量告示の一部改正に伴い、眼の水晶体の等価線量限度が変更されたため。 

 

 （２）立入制限区域の管理の適正化を図るため。 

 

 （３）放射線作業の管理の適正化を図るため。 

 

 （４）個人線量計の区分を明確化するため。 

 

 （５）品質マネジメントシステム文書体系を最新の情報に更新するため。 

 

３．施行期日 

この規定は、令和３年４月１日から施行する。 

以上 



 

 

 

別 添    
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変更前 変更後 備考 

目次 （省略） 

 

第１編 総則 

第１条～第４１条 （省略） 

 

別表第１～別表第３ （省略） 

 

別表第４ 品質マネジメントシステム文書体系（第１４条関係） 

別紙のとおり 

 

別表第５～別表第１０（２） （省略） 

 

 

目次 （変更なし） 

 

第１編 総則 

第１条～第４１条 （変更なし） 

 

別表第１～別表第３ （変更なし） 

 

別表第４ 品質マネジメントシステム文書体系（第１４条関係） 

別紙のとおり 

 

別表第５～別表第１０（２） （変更なし） 
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変更前 変更後 備考 

第２編 放射線管理 

    第１章 管理区域等の管理 

 

第１条～第１０条 （省略） 

 

（管理区域の出入り管理） 

第１１条 管理区域管理者は、第１種管理区域、低レベル区域及び第２種管理区域につい

て、次の各号に掲げる保安の措置を講ずる。 

(1) 放射線業務従事者以外の者を当該区域に立ち入らせないこと。ただし、一時立入者と

して立入りの必要を認めた者については、この限りでない。 

(2) 前号ただし書の規定により一時立入者を当該区域に立ち入らせるときは、その目的等

を確認し、管理区域における遵守事項などの指示を与えるとともに、職員等である放射

線業務従事者を付き添わせること。 

２ 管理区域管理者は、管理区域に立ち入る者に、次の各号に掲げる事項を遵守させる。 

(1) 所定の出入口から出入すること。 

(2) 個人線量計を着用すること。ただし、一時立入者であって、代表者に着用させること

をもって足りる場合は、この限りでない。 

 

(3) 喫煙及び飲食を行わないこと。ただし、第１６条第１項ただし書きに規定する場所に

おける喫煙又は飲水については、この限りでない。 

(4) 第１種管理区域に立ち入るときは、保護衣、保護靴等を着用すること。 

(5) 第１種管理区域から退出するときは、手、足、衣服等に汚染のないことを確認するこ

と。 

３ 管理区域管理者は、前項各号に掲げる事項を遵守させるため、管理区域における注意事

項を管理区域の出入口等に掲示する。 

４ 管理区域管理者は、第２項第２号の一時立入者に着用させた個人線量計において異常が

発見された場合は、放射線管理第２課長に通知する。 

５ 放射線管理第２課長は、前項の個人線量計の着用において異常の通知を受け、線量の評

価が必要と判断した場合は、環境監視線量計測課長へ通知する。 

６ 環境監視線量計測課長は、前項の通知を受けた場合は、線量を評価し本人に通知する。 

７ 管理区域管理者は、第２項第５号の汚染検査において異常が発見された場合は、課長及

び放射線管理第２課長に通知する。 

８ 課長は、前項の通知を受けたときは、第２１条の２第４項の規定により措置する。 

 

第１２条～第１７条 （省略） 

 

 

     第３節 管理区域内の作業及び作業管理等 

 （放射線作業計画） 

第１８条 放射線業務従事者の作業に係る放射線管理は、その者の所属する課長が行う。 

２ 課長は、放射線作業を行うときは、線量が合理的に達成できる限り低くなるよう、当該

作業に係る次の各号に掲げる事項を検討し、保安の措置を講ずる。 

(1) 作業場所及び作業期間 

(2) 作業の内容 

第２編 放射線管理 

    第１章 管理区域等の管理 

 

第１条～第１０条 （変更なし） 

 

（管理区域の出入り管理） 

第１１条 管理区域管理者は、第１種管理区域、低レベル区域及び第２種管理区域につい

て、次の各号に掲げる保安の措置を講ずる。 

(1) 放射線業務従事者以外の者を当該区域に立ち入らせないこと。ただし、一時立入者と

して立入りの必要を認めた者については、この限りでない。 

(2) 前号ただし書の規定により一時立入者を当該区域に立ち入らせるときは、その目的等

を確認し、管理区域における遵守事項などの指示を与えるとともに、職員等である放射

線業務従事者を付き添わせること。 

２ 管理区域管理者は、管理区域に立ち入る者に、次の各号に掲げる事項を遵守させる。 

(1) 所定の出入口から出入すること。 

(2) 個人線量計（放射線業務従事者の被ばく線量の評価を目的とする基本線量計又は個人

の被ばく管理若しくは作業管理を目的とする補助線量計）を着用すること。ただし、一

時立入者であって、代表者に着用させることをもって足りる場合は、この限りでない。 

(3) 喫煙及び飲食を行わないこと。ただし、第１６条第１項ただし書きに規定する場所に

おける喫煙又は飲水については、この限りでない。 

(4) 第１種管理区域に立ち入るときは、保護衣、保護靴等を着用すること。 

(5) 第１種管理区域から退出するときは、手、足、衣服等に汚染のないことを確認するこ

と。 

３ 管理区域管理者は、前項各号に掲げる事項を遵守させるため、管理区域における注意事

項を管理区域の出入口等に掲示する。 

４ 管理区域管理者は、第２項第２号の一時立入者に着用させた補助線量計において異常が

発見された場合は、放射線管理第２課長に通知する。 

５ 放射線管理第２課長は、前項の補助線量計の着用において異常の通知を受け、線量の評

価が必要と判断した場合は、環境監視線量計測課長へ通知する。 

６ 環境監視線量計測課長は、前項の通知を受けた場合は、線量を評価し本人に通知する。 

７ 管理区域管理者は、第２項第５号の汚染検査において異常が発見された場合は、課長及

び放射線管理第２課長に通知する。 

８ 課長は、前項の通知を受けたときは、第２１条の２第４項の規定により措置する。 

 

第１２条～第１７条 （変更なし） 

 

 

     第３節 管理区域内の作業及び作業管理等 

 （放射線作業計画） 

第１８条 放射線業務従事者の作業に係る放射線管理は、その者の所属する課長が行う。 

２ 課長は、放射線作業を行うときは、線量が合理的に達成できる限り低くなるよう、当該

作業に係る次の各号に掲げる事項を検討し、保安の措置を講ずる。 

(1) 作業場所及び作業期間 

(2) 作業の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人線量計の区分の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人線量計の区分の明確化 

 

個人線量計の区分の明確化 
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変更前 変更後 備考 

(3) 必要とする個人線量計及び防護具の着用 

(4) 線量を低くするための措置 

(5) 作業に伴う線量 

３ 課長は、前項の放射線作業を行うときは、あらかじめ、作業場所及び作業期間につい

て、管理区域管理者の同意を得る。 

 

（放射線作業の実施） 

第１９条 課長は、放射線作業が別表第６に掲げる基準を超えるおそれがあるときは、次の

各号に掲げる事項を記載した放射線作業届を作成し、管理区域管理者の同意を得る。 

 

(1) 作業場所及び作業期間 

(2) 作業責任者及び放射線業務従事者の氏名 

(3) 作業の内容 

(4) 作業に係る計画線量 

２ 管理区域管理者は、前項の同意をしようとするときは、放射線管理第２課長の同意を得

る。 

３ 放射線管理第２課長は、放射線作業届に係る作業中において、放射線管理上の監視を必

要とするときは、当該作業に立ち会う。 

４ 課長は第１項の放射線作業届に係る放射線作業が終了したときは、次の各号に掲げる事

項について管理区域管理者及び放射線管理第２課長に通知する。 

(1) ポケット線量計等の個人線量計により測定した放射線業務従事者の線量 

(2) 放射線業務従事者の身体汚染の有無 

(3) 計画線量を超えた場合は、その内容及び講じた措置 

(4) 作業前後において線量当量率等に変化があった場合は、作業場所の線量当量率及び表

面密度 

 

 

第２０条～第２２条 （省略） 

 

    第２章 被ばく管理 

 

第２３条～第２４条 （省略） 

 

第２節 線量の評価 

 （外部被ばくによる線量の評価） 

第２５条 環境監視線量計測課長は、ガラス線量計等の個人線量計による放射線業務従事

者の外部被ばくに係る線量の評価を行う。ただし、作業管理のために着用するポケット

線量計による外部被ばくに係る線量の測定は、当該作業を管理する課長が行う。 

２ 課長は、その課に所属する放射線業務従事者が使用したガラス線量計等の個人線量計を

次の各号に掲げる場合には、環境監視線量計測課長に送付する。 

(1) 放射線業務従事者の指定を解除したとき。 

(2) ４月１日を始期とする毎四半期の末日。ただし、部長に妊娠を申し出た女子にあって

は、出産までの間につき毎月の末日。 

(3) ポケット線量計等による測定結果が別表第１１に掲げる基準を超えたとき又は必要の

(3) 必要とする個人線量計及び防護具の着用 

(4) 線量を低くするための措置 

(5) 作業に伴う線量 

３ 課長は、前項の放射線作業を行うときは、あらかじめ、作業場所及び作業期間につい

て、管理区域管理者の同意を得る。 

 

（放射線作業の実施） 

第１９条 課長は、放射線作業が別表第６に掲げる基準を超えるおそれがあるときは、次の

各号に掲げる事項を記載した特殊放射線作業計画書を作成し、管理区域管理者の同意を得

る。 

(1) 作業場所及び作業期間 

(2) 作業責任者及び放射線業務従事者の氏名 

(3) 作業の内容 

(4) 作業に係る計画線量 

２ 管理区域管理者は、前項の同意をしようとするときは、放射線管理第２課長の同意を得

る。 

３ 放射線管理第２課長は、特殊放射線作業計画書に係る作業中において、放射線管理上の

監視を必要とするときは、当該作業に立ち会う。 

４ 課長は第１項の特殊放射線作業計画書に係る放射線作業が終了したときは、次の各号に

掲げる事項について管理区域管理者及び放射線管理第２課長に通知する。 

(1) 補助線量計により測定した放射線業務従事者の線量 

(2) 放射線業務従事者の身体汚染の有無 

(3) 計画線量を超えた場合は、その内容及び講じた措置 

(4) 作業前後において線量当量率等に変化があった場合は、作業場所の線量当量率及び表

面密度 

 

 

第２０条～第２２条 （変更なし） 

 

    第２章 被ばく管理 

 

第２３条～第２４条 （変更なし） 

 

第２節 線量の評価 

 （外部被ばくによる線量の評価） 

第２５条 環境監視線量計測課長は、基本線量計による放射線業務従事者の外部被ばくに

係る線量の評価を行う。ただし、作業管理のために着用する補助線量計による外部被ば

くに係る線量の測定は、当該作業を管理する課長が行う。 

２ 課長は、その課に所属する放射線業務従事者が使用した基本線量計を次の各号に掲げる

場合には、環境監視線量計測課長に送付する。 

(1) 放射線業務従事者の指定を解除したとき。 

(2) ４月１日を始期とする毎四半期の末日。ただし、部長に妊娠を申し出た女子にあって

は、出産までの間につき毎月の末日。 

(3) 補助線量計による測定結果が別表第１１に掲げる基準を超えたとき又は必要の都度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録名の変更 

 

 

 

 

 

 

 

記録名の変更 

 

記録名の変更 

 

個人線量計の区分の明確化 

（以下同じ。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人線量計の区分の明確化 

個人線量計の区分の明確化 

（以下同じ。） 
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変更前 変更後 備考 

都度。 

(4) 身体末端部位の測定に使用した個人線量計にあっては、その使用が終了したとき、又

は当該作業が連続して行われる場合にあっては使用期間が１月を超えたとき。 

３ 環境監視線量計測課長は、前項のガラス線量計等の個人線量計の送付を受けたときは、

外部被ばくに係る線量の評価を行う。 

 

 

第２６～第３０条 （省略） 

 

    第３章 環境監視 

 

第３１条～第３４条 （省略） 

 

    第４章 放射線管理設備等の管理 

 

第３４条の２～第３９条 （省略） 

 

別表第１～別表第２ （省略） 

 

 

別表第３ 立入制限区域の基準（第５条関係） 

線量当量率 空気中の放射性物質の濃度 

（１週間平均） 

表面密度 

１ｍＳｖ／

週 

線量告示別表第１第４欄又

は別表第２第２欄に定める

空気中濃度限度の値 

アルファ線を放出する

放射性物質 

４Ｂｑ／ｃｍ２ 

アルファ線を放出しな

い放射性物質 

４０Ｂｑ／ｃｍ２ 

 

別表第４～別表第５の２（省略） 

 

別表第６ 放射線作業届の提出に係る基準（第１９条関係） 

区分 基準値 

１回の作業又は１週間以内の

連続作業による線量 注） 

実効線量 １ｍＳｖ 

等価線量 眼の水晶体 ５ｍＳｖ 

皮 膚 １５ｍＳｖ 

作業区域内の線量当量率 １０ｍＳｖ／ｈ 

作業区域内空気中の放射性物

質の濃度（８時間平均） 

線量告示別表第１第４欄又は別表

第２第２欄に定める空気中濃度限

度の値 

特殊作業で線量の推定が困難なもの 

注）定常的な作業の場合を除く。 

 

 

(4) 等価線量評価を要する場合に着用させる基本線量計にあっては、必要の都度。 

 

３ 環境監視線量計測課長は、前項の基本線量計の送付を受けたときは、外部被ばくに係る

線量の評価を行う。 

 

 

第２６～第３０条 （変更なし） 

 

    第３章 環境監視 

 

第３１条～第３４条 （変更なし） 

 

    第４章 放射線管理設備等の管理 

 

第３４条の２～第３９条 （変更なし） 

 

別表第１～別表第２ （変更なし） 

 

 

別表第３ 立入制限区域の基準（第５条関係） 

線量当量率 空気中の放射性物質の濃度 

（１週間平均） 

表面密度 

１ｍＳｖ／

ｈ 

線量告示別表第１第４欄又

は別表第２第２欄に定める

空気中濃度限度の値 

アルファ線を放出する

放射性物質 

４Ｂｑ／ｃｍ２ 

アルファ線を放出しな

い放射性物質 

４０Ｂｑ／ｃｍ２ 

 

別表第４～別表第５の２（変更なし） 

 

別表第６ 特殊放射線作業計画書の提出に係る基準（第１９条関係） 

項目 基準値 

実効線量 １ｍＳｖ／週 

等価線量 眼の水晶体 １ｍＳｖ／週 

皮 膚 
１０ｍＳｖ／週 

当該施設管理統括者が放射線安全上特に特殊放射線作業とする必

要があると認める作業 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立入制限区域の基準の変更 

 

 

 

 

 

 

 

記録名の変更 

 

特殊放射線作業計画の提出に

係る基準の見直し 
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変更前 変更後 備考 

別表第７～別表第８ （省略） 

 

別表第９ 放射線業務従事者に係る線量限度（第２３，２７条関係） 

実効線量限度 等価線量限度 

皮膚 眼の水晶体 妊娠中である女子の腹

部表面 

(1) １００ｍＳｖ／５ 年 

(2) ５０ｍＳｖ／年 

(3) 女子 注） ５ｍＳｖ／３月 

(4)  妊 娠 中 で あ る 女 子 に つ い て

は、本人の申出等によりその者の

所属する課長が妊娠の事実を知っ

たときから出産までの間につき、内

部被ばくについて１ｍＳｖ 

５００  

ｍＳｖ／

年 

１５０  

ｍＳｖ／年 

本人の申出等により

その者の所属する課

長が妊娠の事実を知

ったときから出産ま

での間につき２ｍＳ

ｖ 

 

 

 

注）妊娠不能と診断された者及び妊娠の意思のない旨を理事長に書面で申し出た者及び妊

娠中の者を除く。 

 

別表第１０ （省略） 

 
別表第１１ ガラス線量計等を臨時に測定する場合の基準（第２５条関係） 

線量区分 線量（ポケット線量計等による測定値） 

外部被ばくに係る実効

線量 

１ｍＳｖ／日 

４ｍＳｖ／月 

 

別表第１１の２ （省略） 

 

 

別表第１２ 放射線業務従事者に係る警戒線量（第２７条関係） 

線量区分 警戒線量 

実効線量 ２０ｍＳｖ／年 

１３ｍＳｖ／３月 注１） 

等価線量 眼の水晶体 ４０ｍＳｖ／３月 

 

皮膚 １３０ｍＳｖ／３月 

妊娠中である女子の腹部

表面 

１ｍＳｖ／期間中 注２) 

注１）女子については、妊娠不能と診断された者及び妊娠の意思のない旨を理事長に書

面で申し出た者 

別表第７～別表第８ （変更なし） 

 

別表第９ 放射線業務従事者に係る線量限度（第２３，２７条関係） 

実効線量限度 注１） 等価線量限度 

皮膚 眼の水晶体 妊娠中である女子の腹

部表面 

(1) １００ｍＳｖ／５ 年 注２） 

(2) ５０ｍＳｖ／年 

(3) 女子 注３） ５ｍＳｖ／３月 

(4)  妊 娠 中 で あ る 女 子 に つ い て

は、本人の申出等によりその者の

所属する課長が妊娠の事実を知っ

たときから出産までの間につき、

内部被ばくについて１ｍＳｖ 

５００  

ｍＳｖ／

年 

(1) １００ 

ｍＳｖ／５ 年 

注２） 

(2) ５０ 

ｍＳｖ／年 

本人の申出等によりそ

の者の所属する課長が

妊娠の事実を知ったと

きから出産までの間に

つき２ｍＳｖ 

注１）実効線量は、外部被ばくと内部被ばくによる線量の合計について定められたものであ

る。 

注２）平成１３年４月１日以降５年ごとに区分した各期間 

注３）妊娠不能と診断された者及び妊娠の意思のない旨を理事長に書面で申し出た者及び

妊娠中の者を除く。 

 

別表第１０ （変更なし） 

 
別表第１１ 基本線量計を臨時に測定する場合の基準（第２５条関係） 

線量区分 線量（補助線量計による測定値） 

外部被ばくに係る実効

線量 

１ｍＳｖ／日 

４ｍＳｖ／月 

 

別表第１１の２ （変更なし） 

 

 

別表第１２ 放射線業務従事者に係る警戒線量（第２７条関係） 

線量区分 警戒線量 

実効線量 ２０ｍＳｖ／年 

１３ｍＳｖ／３月 注１） 

等価線量 眼の水晶体 ２０ｍＳｖ／年 

１３ｍＳｖ／３月 

皮膚 １３０ｍＳｖ／３月 

妊娠中である女子の腹部

表面 

１ｍＳｖ／期間中 注２) 

注１）女子については、妊娠不能と診断された者及び妊娠の意思のない旨を理事長に書

面で申し出た者 

 

 

 

眼の水晶体の等価線量限度変

更に伴う見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人線量計の区分の明確化 

（以下同じ。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼の水晶体の等価線量限度変

更に伴う見直し 
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変更前 変更後 備考 

注２）その者の所属する課長を経て部長に妊娠の申し出たときから出産までの積算され

た線量 

 

別表第１３ （省略） 

 

別図第１（その１）～別図第２ （省略） 

 

別記様式第１～別記様式第４ （省略） 

 

 

第３編 核燃料物質等の運搬及び放射性廃棄物等の管理 

第１条～第１４条の２ （省略） 

別表第１～別表第１０ （省略） 

 

   第４編 共用施設 

第１条～第２３条 （省略） 

別表第１～別表第８ （省略） 

別図第１～別図第２（その２） （省略） 

    

第５編 ＪＭＴＲの管理 

第１条～第７３条 （省略） 

別表第１～別表第３０ （省略） 

別図第１～別図第２（その１３） （省略） 

 

   第６編 ＨＴＴＲの管理 

第１条～第６９条 （省略） 

別表第１～別表第２４ （省略） 

別図第１～別図第２（その６） （省略） 

 

 

注２）その者の所属する課長を経て部長に妊娠の申し出たときから出産までの積算され

た線量 

 

別表第１３ （変更なし） 

 

別図第１（その１）～別図第２ （変更なし） 

 

別記様式第１～別記様式第４ （変更なし） 

 

 

第３編 核燃料物質等の運搬及び放射性廃棄物等の管理 

第１条～第１４条の２ （変更なし） 

別表第１～別表第１０ （変更なし） 

 

   第４編 共用施設 

第１条～第２３条 （変更なし） 

別表第１～別表第８ （変更なし） 

別図第１～別図第２（その２） （変更なし） 

    

第５編 ＪＭＴＲの管理 

第１条～第７３条 （変更なし） 

別表第１～別表第３０ （変更なし） 

別図第１～別図第２（その１３） （変更なし） 

 

   第６編 ＨＴＴＲの管理 

第１条～第６９条 （変更なし） 

別表第１～別表第２４ （変更なし） 

別図第１～別図第２（その６） （変更なし） 

 

附 則 

この規定は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

附則の追加 

 



別紙 
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変更前 備考 
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変更後 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文書名の適正化及
び文書番号の追加 
（以下同じ。） 
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